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ⅡⅠ著作家としてのテンプル
ⅠⅤ　晩年のテンプル
Ⅴ　テンプルと同時代人たち
-結びにかえて-
はじめに
本稿は,西部イングランド,トローブリッジの織元ウィリアム･テンプ
ルの伝記的研究であり,またそれをつうじてテンプルの経済思想と政治思
想とを統一的に理解しようとする試みである.テンプルは, J.タッカー
(1713-99)やA.スミス(1723-90)と同時代人であり, 『商工業の擁護』
(A Vindication of Comme71Ce and the A掩, 1758)の著者として知られ
ているが,経済学の歴史のうえでは比較的マイナーな存在である｡そのテ
ンプルを選んで,研究対象としたことについては,それゆえ,まえもって
十分に説明しておく必要があろう｡いったいなぜテンプルなのか｡この｢な
ぜ｣にこたえるために,ここでしばらく私のスミス研究を振りかえってお
かねばならない｡
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私は先に, A.スミスの重商主義理解を,わが国における通説的な理解と
1)
の対比を念頭において,検討する機会を持った｡わが国では,重商主義は
産業資本の保護政策とされ,そういうものとしてイギリス資本主義の成長
を政策的に促進したと考えられているが,スミスの理解する重商主義はそ
れとはまったく違うのである｡たとえば『国富論』における次の議論を見
られたい｡長文ではあるが,重要な論点を含んでいるので,その全文を引
用しておこう｡ -
わが国の紡糸工は,わが国の各地に散在し,国の援助も保護も受けて
いない貧民であり,多くは女子労働者である｡ところが,わが国の大製
造業者が自分たちの儲けをあげるのは,こうした紡糸工の生産したもの
の販売によってではなく,織布工のつくりあげた生産物の販売によって
なのである｡そこで,この織布工のつくりあげた商品をできるだけ高値
に売るのが彼らの利益であるのと同様,またその原料をできるだけ安値
に買うのが彼らの利益である｡自分たちの亜麻布の輸出にたいする奨励
金と外国製のいっさいの亜麻布の輸入にたいする高率の関税と,フラン
スの亜麻布の,ある特定銘柄のものの国内での消費の全面的禁止とを,政
府から強引にとりつけることによって,彼らは自分たちの生産物をでき
るだけ高値に売ろうと懸命である｡また彼らは,外国の亜麻布織糸の輸
入を奨励し,それをわが国の人々がつくるものと競争させ,わが国の貧
しい紡糸工のつくった織糸をできるだけ安値に買おうとしている｡彼ら
大製造業者は,貧しい紡糸工の稼ぎを引き下げようとするのに余念がな
いが,同時にまた彼らは,自分たちの織布工の工賃を引き下げようとつ
とめている｡製造業者たちが完成品の価格を引き上げようとするのも,あ
るいはその原料の価格を引き下げようとするのも,けっしてそれらの生
産に刻苦する職人たちの利益を考えてのことではない｡わが国の重商主
義政策によってもっぱら奨励されているのは,富者と権力者の利益のた
めに営まれる産業であり,貧乏で窮迫した人々の利益のために営まれる
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産業は,あまりにもしばしば無視されるか,あるいは抑圧されるかのい
2)
ずれかなのである｡
見られるようにスミスは,ここで,亜麻布の｢大製造業者｣にそくしつ
つ,その利害と行動とを具体的に描写し,彼らのうちに重商主義の推進者
を兄いだしている｡そして重商主義を,彼ら｢大製造業者｣の独占政策だ
として,その暴力性を強調するのである｡だがその場合, ｢大製造業者｣は
産業資本(家)として解されているわけではない｡たとえば彼らの｢雇用｣
する紡糸工は｢各地に散在｣しているとされ,また紡糸や織布は｢貧乏で
窮迫している人々の産業｣として, ｢富者と権力者の産業｣とは区別されて
いることを考えてみよ｡そうすれば,問屋資本-織元から原料前貸しをう
けつつ,それぞれの居宅でその原材料を加工している紡糸工･織布工の姿
が自然と眼に浮かんでこよう｡スミスのいう｢大製造業者｣は,このよう
に原料前貸しの綱をひろげつつ,そのもとに多くの職人をかかえている問
屋資本-織元なのである｡この｢大製造業者｣は,スミスの見るところ,紡
糸工の紡いだ織り糸や織布工の織り上げた亜麻布を｢できるだけ安値で買
う｣ことを利益とし,また仕上がった亜麻布を｢できるだけ高値で売る｣
ことを利益としていて,このゆえに彼らは,一方で工賃の引き下げをはか
るとともに,他方で輸出奨励金や高率の輸入関税等の重商主義政策を推進
しているのである｡要するに重商主義政策の方向と内容を規定するのは,問
屋資本の反国民的な利害関係なのである｡
このように重商主義を問屋資本の独占政策だとして,その暴力性を強調
するスミスの理解は,重商主義を産業資本の保護政策として,そこに国民
的利益の表出を見るわが国の通説的理解とは相当にズレていて,むしろ対
立していよう｡しかも両者の対立は,たんに｢保護か独占か｣という問題
にかかわるばかりか, 18世紀中葉のイギリスを産業資本の優越する時代と
見るか,あるいは問屋資本の優位する時代と見るかという時代認識の問題
にふかくかかわっているのである｡すなわち-
188
スミスは,マニュファクチャー段階末期にある, 18世紀中葉のイギリス
を,なお問屋資本が優位していて,主要な産業をその支配下においている
時代と見ており,そうした時代認識から,この問屋資本をもって重商主義
の推進主体としたのであった｡もちろんこの問屋資本は,市民革命以前の
前期的な問屋資本(商業資本)ではない｡これもすでに検討したことだが,
それは当時｢大製造業者｣, ｢親方製造業者｣とよばれていて,一方で原料
前貸しの網をひろげていながら,その中心作業場では多少なりともマニュ
ファクチャーを組織している,近代的な問屋資本(問屋資本の近代的形態)
であった｡この意味での問屋資本こそ,当代のイギリスに支配的な資本だ
とスミスはいうのである｡
これに対してわが国の通説は,単純化の誤謬をおそれずにあえて整理す
れば,同じ時代のイギリスを,退場しつつある問屋資本に代わって,産業
資本が主要な製造業を掌握する段階にあると考えている｡そしてその証拠
として,通説は,イングランド北部,ヨークシャーの発展しつつある毛織
物業をあげるとともに,それとの対比で,なお問屋資本の支配下にある西
部の毛織物業を,遅れた,特殊な例外と見るのである｡
このようにスミスは,問屋資本の優位を主張するその時代認識の点でも,
わが国の通説的理解とは大きなズレを示していて,とうてい批判的な検討
には耐ええないように思われる｡事実わが国では,スミスの時代認識は,そ
の重商主義理解とともに謬論とされ,アナクロニズムとして斥けられてい
る｡しかし皮肉なことに,本国イギリスでは,むしろこのスミス的な時代
認識の方が一般的であり,支配的なのである｡すなわち,西部の毛織物業
と対比される北部,ヨークシャーの毛織物業でも,リーズを中心とする紡
毛織(woollen)業を別とすれば, -リファックスやブラッドフォードを拠
点とする椀毛織(worsted)業は,なお問屋資本の掌握するところであった
し,またマンチェスターのフアスティアン織業も,これと同じ段階にあっ
たと考えられている｡さらにバーミンガムの金属工業においても,釘,錠
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前,農具の製造は,鉄商人(ironmonger)が問屋制的に組織していたし,ま
た新興の装身具(toy)製造業でも,その一部になお問屋制度が根強く残存
していたことが知られている｡マニュファクチャー段階末期にある18世紀
中葉のイギリスでは,いぜんとして問屋制度が広く,かつ深く根をはって
いて,西部の毛織物業はけっして特殊な,遅れた例外ではなかったのであ
3)
る｡
だがそうだとすれば,スミスの重商主義理解と時代認識とを見当はずれ
の謬論であり,あるいはアナクロニズムだとして,これを簡単に捨て去る
わけにはいかないであろう｡もちろんスミスの見方や主張がすべて正しい
とか,あるいはわが国の通説はまったくの誤りであるとか,といっている
わけでは決してない｡しかしスミスに虚心坦懐に接して,彼の言い分に耳
を傾け,もしそこに,なお尊重され,顧みられねばならない論点が含まれ
ているならば,それは通説の見直しに積極的に生かされねばならないであ
ろう｡スミスの時代のイギリスについて,また彼の重商主義批判の意味に
ついて, 『国富論』にそくしつつ,あらためて考え直してみることも必要な
のである｡
ところで経済学史のうえで問屋資本-織元としてのフィギュアを求める
とすれば,人はおそらくW.テンプルの名をあげるであろう｡テンプルは『商
工業の擁護』の著者として,経済学の歴史にその名前をとどめているが,彼
は西部イングランド,トローブリッジの織元なのであった｡トローブリッ
ジは,問屋制度が強固に根をはっていた西部毛織物業の拠点(の一つ)で
あり,古く16世紀から栄えていたのだが,織元テンプルはそこで手広く毛
織物の製造と販売を営んでいたのである｡そうだとすると,テンプルの書
きのこした諸著作から,彼の利害と行動が明らかになれば,問屋資本-級
元こそが重商主義の推進者だとするスミスの主張を,織元の側からとらえ
かえして,それに新たな照明をあてることができよう｡織元テンプルの研
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究は, 『国富論』が批判の対象とした問屋資本-織元の利害と行動とを,一
人の具体的人物にそくして検討することであり,それはこの意味で,いわ
ば『国富論』の陰画を描く試みなのである｡そしてこの陰画は,陽画とし
ての『国富論』に背面から光をあてて,その理解を一層立体的にしつつ,さ
らに深めるのに資するであろう｡本稿で織元テンプルを研究対象として選
んだのは,以上に述べた意味で,筆者のすすめるスミス研究の一環として
であり,スミスの重商主義理解と時代認識とに,テンプルを介して再接近
するためなのである｡
しかしテンプルについては,彼が西部イングランド,トローブリッジの
織元であり, 『商工業の擁護』の著者であること以外には,ほとんどなにも
知られていない｡とくに経済学史の領域では,テンプルの生年,没年でさ
えも不明とされてきたし,また彼の著作日銀も十分に整備されているとは
いえない｡主著の『擁護』以外に,テンプルの著作が何点あるのかさえも
はっきりしないし,また彼の著作とは認めがたいものが,その著作目録に
含められる場合もあるのである｡いわんや織元としての彼の活動や経営規
模等については,まったく知られるところがない｡現状ではテンプルは,せ
いぜい重商主義に特徴的な,低賃金の経済論の代表的論者とされ,それを
証する二･三の文言が『擁護』から引用されるにとどまっているのである｡
とはいえ経済史の領域に眼を転じてみると,事情は大分異なる｡ ∫.deL
マンをはじめとして経済史家は,西部イングランドの毛織物業研究の一環
として,はやくからテンプルに注目してきたのであり,トローブリッジの
富裕な織元テンプルについて,なお断片的ながら貴重な伝記的事実のいく
つかを明らかにしてきている｡またマン女史の研究をひきついだ地方史研
究者のK.H.ロジャースは,特殊な問題的視角からではあるが,テン7)レの
織元経営の実態について,重要な情報を伝えてくれている｡そのうえ彼ら
経済史家は,テンプル研究の第一次資料たる,彼の会計簿や遺言状を発掘
4)
して,われわれの利用に供してくれているのである｡
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経済学史を専門とする私は,そうした経済史の領域での研究成果に学び
つつ,それを利用して,ここではさしあたりテンプルの伝記的研究を試み
てみたい｡研究の現段階では,織元テンプルの歩みを,その生涯的規模に
おいて僻曝し,また彼の著作目録を作成して,今後のやや専門的な研究の
ためのパースペグイヴをえることがなによりも必要とされているのである｡
もちろん伝記的研究の範囲内でも,織元テンプルの利害や行動は十分に明
らかにしうるから,それによって重商主義の推進者としての彼に光があて
られ,そうしてスミスの重商主義理解をとらえかえすこともできよう｡テ
ンプルの伝記的研究をつうじて, 『国富論』の重商主義論に再接近すること
は,本稿の狙いの一つである｡
しかし本稿の課題は,それにつきるわけではない｡後に見るように晩年
のテンプルは,一方では低賃金の経済論に見られる旧い,保守的な経済思
想の持ち主でありながら,他方ではJ.ウイルクスを熱心に支持する,政治
的急進主義者であった｡西部の織元テンプル(d.1773)は,粗野な低賃金
の経済論を終生主張しつづけたが,そのテンプルは晩年にいたって,ウイ
ルクスの急進的な議会改革運動に共鳴して,それに積極的にかかわり,自
由を擁護するラディカルズの一員として,その生涯を終えているのであるo
だがそうだとすれば,テンプルの旧い経済思想と急進的な政治思想とは一
体どのような関係にあったのだろうか｡旧い経済思想の持ち主テンプルと
政治的急進主義者テンプルとは一体どのようにして統一的に理解されるの
だろうか｡あるいは西部の織元テンプルはそもそもいかなる意味で急進主
義者であったのだろうか｡織元テンプルの伝記的研究は,こうした問題の
所在を教えてくれるし,またそれへの回答を求めてもいるのである｡
しかもその問題に応えて統一的に理解されたテンプルは,彼の同時代人
にして,バーミンガム金属工業の代弁者たるJ.タッカーを相対化して,そ
の理解をいま一歩深めるのに資するであろう｡タッカーはよく知られてい
るように,彼の自由貿易論にみられる進歩的,開明的な経済思想の持ち主
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5)
でありながら,政治的にはかえって保守主義者であったのだが,そうした
ヽ   ヽ
タッカーは,思想的に彼の対極に位置するトローブリッジの織元テンプル
によって強い照明をあてられ,その独自な思想的立場を鮮明にするであろ
う｡他方織元テンプルもまた,彼とは対照的なタッカーの側から照明をあ
てられ,旧い経済思想と政治的急進主義とを統一している彼の思想的なユ
ニークさをあらわにするであろう｡この二人の思想的対比は,生産力的に
停滞している西部の毛織物業と,圧倒的な生産力を誇るバーミンガム金属
工業との対比をともないつつ,テンプルとタッカーとをそれぞれに相対化
して,両者をマニュファクチャー段階末期にある, 18世紀中葉のイギリス
の時代的文脈のうちに位置づけるのである｡さらにそのように相互に相対
化されて,時代の文脈のうちに位置づけられたテンプルとタッカーとは,い
ま一人の同時代人たるスミスを照らし出す二つの光源ともなるであろう｡
スミスは,テンプルとタッカーとによって,異なる方向から照明をあてら
れて,その思想的全体像における微細な凹凸をくっきりと浮かびあがらせ
るのである｡と同時にスミスと急進主義者テンプルとの,また保守主義者
タッカーとの思想的距離を,それぞれに測定することにより,一定の限度
内で,スミスの政治的立場についても語ることができよう｡
本稿の直接の研究対象は西部の織元テンプルであるが,その織元テンプ
ルを介した場合,彼の同時代人にしてバーミンガム金属工業の代弁者タッ
カーはいったいどのように見えてくるだろうか｡またいま一人の同時代人
たるスミスはどのような相貌をもってわれわれの前にあらわれてくるだろ
うか｡さらにはテンプルとタッカーとスミスとを同時代人として生んだ18
世紀中葉のイギリスはそもそもいかなる時代であったのか｡ -こうした
問題を念頭において,織元テンプルの伝記的研究を試みること,これもま
た本稿が課題とするところである｡
1) Cf.酒井｢イギリス重商主義の経済-政治構造｣ (『専修経済学論集』 34巻3
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早)｡なお以下の論点については,私の問屋資本理解,大塚史学理解を含めて,この
小論を参照されたい｡
2) A. Smith, An Znqui73, into the Nature and Causes of the Wealth of Natz'ons
(The Glasgow Edition), p.644.大河内一男監訳『国富論』 (ⅠⅠ)p. 437-38.
3) Cf. R. G. Wilson, Gentleman Merchants The Merchant Society in Leeds,
1700-1830 (1971). P. Hudson, The Genesz'S of Zndustn'al Capital A Study of the
West Riding Wool Texitile Indust73J C. 1750-1850, especially Part I, ⅠⅠ (1986). A.
P. Wadsworth and J. de L. Mann The Cotton Triade and Industn'al Lancashi71e
1600-1780 (1931), especially Book I, ⅠⅠⅠ. J. de. L Mann, The Woollen Indust7y
in the West of Englandf710m 1640 to 1880 (1971). M. B. Rowlands, Master and
Man in the West Midland Metalware T7ude before the Zndustn'al Revolution
(1975) , E. Hopkins, Birmingham ; the first Manufacturing Town in the World
1760-1840 (1989).
4) Cf. ∫. de. L Mann, `Clothiers and Weavers in Wiltshire during the Eighteenth
Century', in L S. Presnell(ed.), Studies in the Industn'al Revolution (1960).
Mann, The Woollen Indust7y. K. H. Rogers, `Trowbridge Clothiers and their
Houses, 1660-1800', in N. B. Harte and K. G. Ponting(ed.), Textile History and
Economic Histo7y Essays in Honour of Julia de Lag Mann (1973). Rogers,
Wzlltshi71e and Some71Set Woollen Mills (1976). J. Snail, Merchants, Markets and
Manufactu71e The English Wool Textile Zndust73, in the Eighteenth Centuty
(1999).これらのうちでもとくにマン女史の`Clothiers and Weavers'は,テンプル
についての論及を数多く含んでおり,私はそこから多くを学んでいる｡
5) Cf.小林昇｢重商主義の解体-ジョサイア･タッカーと産業革命｣ (『小林昇経
済学史著作集』ⅠⅤ)｡このすぐれた小林のタッカー研究については,行論のうちにあ
らためて論及する機会があろう｡
Ⅰ　父親,生育環境,教育
ここではまずテンプルの父親,家族,育った家庭環境について,現在可
能な範囲で述べておかねばならない｡幼少期のテンプルについては,資料
上の制約があって,多くを語ることはできないのだが,さいわいにも経済
史家の側で,テンプルの父親にかんする若干の伝記的事実が明らかにされ
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ているし,また父親の遺言状も発掘されているから,それらを素材として,
幼少期のテンプルに間接的な照明を当てることができよう｡さらにテンプ
ルの受けた教育についても, 『商工業の擁護』は示唆するところがあるから,
それを手がかりとして,多少なりとも論ずることができよう｡
テンプルの父ウィリアム･テンプルSr.(息子は父の名前を継承.している)
は,その没年が1736年であったから,おそらくは17世紀後半の生まれで
あったと思われる｡彼はトローブリッジに住み,晩年には｢非常に裕福な
織元｣であったが,その人生行路のはじめから織元であったわけではなか
った｡若き日の父テンプルは,毛織物製造の最終工程たる仕上げを専門に
担当する親方仕上げ工(master dresser)であり,織元から委託された織
1)
物をかれ自身の職場で仕上げて,工賃をえていたのである｡この親方仕上
げ工は,一般的には100ポンド前後の資本をもち,また数名の労働者を雇
用していたから,父テンプルは他の親方仕上げ工とともに｢小資本家｣の
2)
カテゴリーに属していたであろう｡彼には,ニコラス,マーサ,エリザベ
スという三人の兄妹がいたが,このうちのニコラスもまた親方仕上げ工で
あったし(彼ものちに織元として独立),またマーサは彼らの同業者(W.ク
ラブ)と結婚している｡
父テンプルには,ウィリアム,サミュエル,メアリーの三人の子供がい
たが,このうちの長男ウィリアムが本稿で問題にするウィリアム･テンプ
ルである｡この長男ウィリアムは,長じて,トローブリッジでも有数の大
織元となるし,また次男のサミュエルも織元として独立している｡いまテ
ンプル父子の遺言状をもとに,かぎられた範囲で,テンプル家の家系図を
3〕
作成すると,表Ⅰのようになる｡現在のところ父テンプルの先代にまで家
系をさかのぼることはできないが,テンプル家には毛織物製造にかかわる
人物が多かったから,またトローブリッジはふるくから西部毛織物業の中
心地であったから,先代もまた毛織物製造になんらかのかかわりを持って
いたのではないかと思われる｡
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表l　テンプル家の家系図
William Temple (d. 1736)　Nicholas
｢=r I
William Samuel Mary Eleana
工
Elizabeth
Martha Elizabeth
(W. Crabbと結婚)
~二二
Crowterと結婚)
Edward Edward
(Trowbridge) (London)
*ロジャースの研究を参考にして, Temple父子の遺言状から作成
父テンプルがいつ織元として独立したかは定かではないが,その生まれ
が17世紀後半であったとすれば,彼はおそらく世紀の変わり目の前後に,
親方仕上げ工から織元への上昇をはたしたであろう｡父テンプルは｢詩と
数学を趣味とする非常な才能にめぐまれ--また特定の党派に属すること
はなかったが,頑固一徹で,みずからの宗派(バプティスト)に忠実な--
そしてそのマナーにおいては温和であったが,そのモラルにおいては厳格
4)
で,志操堅固な信仰者｣であったが,そうした非国教徒･プロテスタント
の彼が,熱心にまた精力的に親方仕上げ工の仕事にはげみ,それによって
資本の蓄積をはたしつつ,織元へと上昇していったことは想像にかたくな
い｡しかもこの時期には,彼の弟ニコラスもまた,織元-と上昇している
のである｡
こうした親方仕上げ工から織元への上昇がおこなわれた背景として,こ
こでは次のような諸事情を指摘しておこう｡
①　西部イングランドの毛織物業は, 17世紀の前半まで,ながいこと白
地織(whitecloth)の生産地として有名であった｡この白地織は未仕上げ,
未染色のままロンドンにおくられ,そこからその大部分が輸出されたのだ
が, 1660年の王政復古以後,その生産は急速に減退･縮小し,それにかわ
ってスペイン織(spanishcloth)の生産が増大して, 17世紀後半には白地
196
織にとってかわることとなった｡このスペイン織は,スペイン産羊毛を原
料とし,あらかじめ染色した羊毛から織り糸を紡ぎ,それを織り上げたも
のであり,その製造法による独特な色合いのゆえに,またその軽さのゆえ
5)
に,高級毛織物として内外の市場で珍重されたのである｡しかし自地織と
ちがって,このスペイン織は地元で染色され,仕上げられねばならなかっ
たから,前者から後者-の主要品目の急速な転換は,一方では流通組織や
輸出市場の変革をともないつつ,西部毛織物業地帯に仕上げ工の不足とい
6)
う事態をひきおこした｡そのうえ高級品スペイン織の売れ行きは,仕上げ
の良し悪しに左右される度合いが大きかったから,親方仕上げ工は織布工
等にくらべて,織元に対して比較的に優位な立場におかれていた｡父テン
プルは,また弟のニコラスも,こうした有利な環境のもとで,親方仕上げ
工として熱心に,かつ精力的に働き,成功裏に資本の蓄積をはたしつつ,級
元へと上昇していったと思われる｡
②　当時織元として独立するには300-500ポンドの資本が必要であった
が,貧しい織布工にとっては,これだけの資本を蓄積することはすでに不
可能となっていた｡だが親方仕上げ工は,トト資本家｣として,すでに100
ポンド前後の資本を所有していたから,彼らが織元として独立するには,そ
の差額200-400ポンドを蓄積すればよいのであった｡そしてこの200-400
ポンドは,先に見たような有利な環境におかれていた親方仕上げ工にとっ
ては,蓄積するのに困難な額ではけっしてなかった｡またたとえ資本が不
足したとしても,その不足分は,彼らの｢小資本｣を担保として,ロンド
ン･ブラックウェルホールのファクター(毛織物の仲介業者)から借りる
こともできたであろう｡この時期の西部毛織物業では,貧しい織布工が直
接に織元へと上昇することはすでに不可能になっていたけれども,自身｢小
資本家｣であった親方仕上げ工は,彼らを取り巻く有利な環境のもとで,ま
7)
たその勤勉さによって,織元-と上昇しえたのである｡
(診　とはいえ織元に上昇した仕上げ工の多くは,最初からスペイン織の
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高級品Superfineを扱うことはできなかったようである｡このSuperfineは,
高価なスペイン羊毛を多量に使用せねばならず,そのためより多くの資本
が必要とされたのであって,それは中小の織元の手の届く範囲にはなかっ
たのである｡他方中･下級のスペイン織は,スペイン羊毛にイングランド
産羊毛を混ぜ合わせていたから,原料購入費は比較的少なくて済んだので
8)
あった｡父テンプルは蓄積に成功して,織元に上昇したけれども,当初は
中･下級のスペイン織を扱う織元として,その営業をはじめたように思わ
れる｡
ところでトローブリッジ市内には,ビス川(theRiverBiss)が流れてい
て,それにはTownBridgeとよばれる橋がかかっていたのだが,父テンプ
ルの住まいは,その近傍にあり,隣には,同じく織元として独立したニコ
ラスが住んでいた｡彼の住居は,現在のStallandStreetに面していて,玄
9)
関の反対側の裏手が職場(workshop)であった｡織元としての父テンプル
の業務は,この職場を拠点としておこなわれたのである｡すなわち父テン
プルは,その職場で羊毛の除塵･洗浄と染色等をおこなったうえで(準備
工程),近隣農村の婦女子に,その羊毛を前貸して紡がせ,職場に戻された
織り糸に対して工賃を支払ったのであり(紡糸工程),ついでその織り糸を,
町はずれの荒蕪地や農村地帯に住む織布工に前貸しして,彼らの居宅で織
り上げさせ,職場に戻された毛織物に対して工賃を支払ったのである(級
布工程)｡そしてその織物を,父テンプルは彼の職場で仕上げて(仕上げ工
10)
梶),完成品をロンドン-と送ったのである｡
こうした日常業務をつうじて,父テンプルは次第に織元としての地歩を
固めていったと思われるが,彼が織元として独立したであろう世紀の変わ
り目前後からおよそ20年間は,スペイン織-の転換をはたしおえた西部毛
織物業の｢黄金時代｣であった｡大陸諸国,とくにオランダとフランスは
競争相手としてはなお力不足であったし,またノーリッジ等の東部イング
ランドの毛織物業は,この頃までにすでに衰退期にはいっており,そして
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やがて西部毛織物業を圧倒する北部,ヨークシャーの毛織物業は,なお悩
ましい存在ではなかった｡西部毛織物業は,国の内外に強力な競争相手を
ll)
もたず,この間に高成長をとげたのである｡事実その生産量は,スペイン
織だけにかぎっても, 1704年の30.000反から1714年の40.000反-と,そ
してその輸出量は, 1699年～1701年の年平均10.721反から1717年の
12)
25.000反以上へと増大したといわれている｡またトローブリッジやブラッ
ドフォードなどの織物町は,その人口を年々増加させて,周辺の農村部を
市街地化するほどであった｡この｢黄金時代｣に西部諸州を訪れたD.デフ
オーは, A Plan of the English Commerce(1728)で,織元たちの繁栄ぶ
りを伝えて,次のように述べている｡｢ウィルトシャ-やグロスタシャ-の
毛織物業と製造業のおこなわれている地方では,数多くの(きわめて多く
の)織元を見出すことはけっして難しくないo　これらの織元は一人が4万
から5万ポンドの価値ある仕事をし,またある者は彼らの商売上の資本の
13)
他に,年間500ポンドから1000ポンドの収入を土地財産からえている｣｡
父テンプルがどの程度の規模の織元であったのかは定かではないが,中･
下級のスペイン織を扱う織元として出発した彼は,この｢黄金時代｣にそ
の規模を拡大して,相当の財産を築いたと思われる｡事実彼の遺言状には,
3700ポンド余りの現金と,彼自身がサマーセット公爵から購入した土地,さ
らにはそれとは別の土地･家屋等が記載されていて,父テンプルが｢非常
に裕福な織元｣であり,またかなりの土地財産を持っていたことを伺わせ
ている｡なお彼は, 1730年にトローブリッジ市内に(現在のHilpertonRoad
に)新居を建てて, TownBridgeの旧宅から移り住み,そこで晩年をすご
14)
している｡
われわれの問題にしているウィリアム･テンプルは,父テンプルの長男
15)
として生まれた｡その生年は不明だが,没年は1773年であり,またのちに
見るように1724年8月には織元として独立しているから,長男テンプルは,
父テンプルが織元として活動しはじめた世紀の変わり目頃に生まれたと思
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われる｡テンプルは,独立をはたした新参の織元の息子として生まれ,坐
育していったのである｡
子テンプルが,彼の兄妹(サミュエル,メアリー)とともに育った家庭
環境については,直接の資料が欠けていて,確定的なことはなにも言えな
い｡しかし新参とはいえ,織元の子供たちであったから,彼らは比較的裕
福な家庭環境に恵まれていたことであろう｡家庭の雰囲気については,父
テンプルが｢頑固一徹で｣, ｢そのマナーにおいては温和であったが,モラ
ルにおいては厳格で,志操堅固な｣バプティストであったことから,大体
の見当はつくであろう｡非国教派の信仰者であった父テンプルは, ｢厳格な｣
父親として,しかし｢温和な｣態度で,子供たちに接していたように思わ
れる｡また｢詩と数学を趣味｣としていた彼は,当然に子供たちの教育に
も熱心であったであろう｡ここでは子テンプルがうけた教育について,若
干述べておきたい｡
父テンプルは,一介の織元でありながら,珍しくも学問-の関心をもち,
そして｢非常な才能にめぐまれていた｣といわれているが,子テンプルも
古典語･近代語の双方に通じており,また該博な歴史的知識の持ち主であ
った｡事実彼の主著『商工業の擁護』では,多数の英語文献とともに,フ
ランス語やオランダ語の文献が,またギリシャ語文献が利用され,それか
らの直接の引用もおこなわれている｡さらにそこでは,イギリス史はもと
より,エジプト史,古代ギリシャ･ローマ史についての広範囲におよぶ知
識が披渡されていて,テンプルが相当の教養人,知識人であったことを示
している｡また晩年の彼が1500冊にもたっする蔵書を持っていたことも,
16)
ここで付けくわえておいてよいであろう｡子テンプルも一介の織元であっ
たが,彼がなんらかの形で高等教育をうけていたのはたしかなのである｡
しかしテンプルは,父と同じく非国教派のバプティストであり,またそ
の生涯のほとんどを地方都市の織元としてすごしたのだから,彼がオック
スフォードやケンブリッジで教育をうけたとは考えがたいであろう｡事実
200
両大学の卒業生名簿には,彼の名前は兄いだせないのである｡そうだとす
るとテンプルは,非国教徒の子弟の教育を目的としたアカデミー(dissenting
academy)で学んだと考えるより他ないであろう｡
非国教徒のアカデミーは,統一令(1662年)や宣誓令(1673年)によっ
て,オックスブリッジから排除された非国教徒のために, 1660年代以後,イ
ングランド各地で,とくに非回教徒の多く住む商工業都市で設立されはじ
めた｡その当初の目的は,非国教派の牧師を養成することであったが,徳
にはそれにとどまらずに,非国教徒の子弟に職業教育をほどこすこともお
こなわれた｡その入学者は,各アカデミーによってバラツキがあったが,大
体20-30人程度であり,修学期間は4-6年であった｡また入学者の多く
は14-15オで,すでにグラマースクールを修了していた｡授業料は,寄宿
舎がある場合には,入学金1ギニー,授業料･食事代込みで年12ギニー,
17)
特殊選択科目一つにつき2ギニーであった.その卒業生として,たとえば
D.デフオー(チャールズ･モートンの主宰するニューイントン･グリーン
アカデミー)やJ.プリーストリー(ダヴェントリーのアカデミー)の名前
がすぐに浮かぶであろう｡
このアカデミーでは,牧師養成を主目的とする場合でも,職業教育を主
目的とする場合でも,生徒みずからが聖書研究をおこないうるように,ヘ
ブライ語やラテン語,ギリシャ語の教育がおこなわれた｡またそこでは,神
学や教会史などとともに,物理学,化学,博物学,数学,代数,幾何,磨
史,地理,政治学,会計学,簿記,フランス語,イタリア語などが教えら
れていた｡アカデミーの教育,とくに職業教育を目的とするそれは,古典
語教育,聖書研究,神学,教会史を別とすれば,捻じて実学志向が強く,オ
ックスブリッジでおこなわれていた古典教育は,ここでは重視されなかっ
た｡テンプルは後年『商工業の擁護』で,オックスブリッジの古典教育偏
重を手きびしく批判し,実用主義的な学問観を披涯しているが,それは彼
18)
が非国教徒として,アカデミーで学んだことと関係があるのかも知れない｡
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テンプルがどこのアカデミーで学んだのかは,いまの研究段階では,不
明である｡しかし当時トローブリッジには,よく名前の知られたアカデミ
ーが設立･運営されていたことは,ここで確認しておいてよいであろう｡
トローブリッジには非国教徒が多く住み,とくに織元のなかではむしろ国
19)
教徒の方が少数派であった｡そして自身アナバプティストであり,またト
ローブリッジを代表する富裕な織元であったJ.ホールトン(1637-1720)
を中心として,有力な織元たちは,町の中心部コニグル(Conigre)にチャ
ペルを建立したのだが,そこには付属のアカデミーが開設されており,と
20)
お(デボンシャ-からも学生を集めていた｡テンプルがこの地元のアカデ
ミーで学んだという直接の証拠はないけれども,彼が高等教育をうける場
と機会とは身近なところにも用意されていたのである｡
I) Cf. Rogers, 'Trowbridge Clothiers', p. 159. Rogers, Woollen Mills, p. 132.
2) Cf. Mann, `A Wiltshire Family of Clothiers : Geroge and Hester Wansey,
1683-1714', Econ. Hist. Rev. 2nd. ser., ix, 2 (1956), pp. 243-44. Mann, Woollen
Indust7y, pp. 97-98.
3) Cf. Will of William Temple (d. 1736), Will of William Temple (d.1773),
Public Record Office, The National Af,Chieves, Prob. ll/680 and ll/998.
4) Rogers, Woolen Mills, p. 132.
5) Mann, Woollen Indust7y, Pp. XV-ⅩVi.
6)仕上げ工不足のため,オランダから多数の職人が迎えられ,トローブリッジ･ブ
ラッドフォードに住みついている｡ Cf. Mann, Woollen Indust73), p. 13.
7) Cf. Mann, Woollen Indust?γ, pp. 97-98. A Randall, Befwe Luddites Custom,
Community and Machine73, in the English woollen indust737, 1771611800, p. 28.
8) Cf. Mann, Woollen Industry, p. 98.
9) Cf. Rogers, Woollen Mills, p. 132.
10)毛織物の製造工程については, Mann, Woollen Indust7y, P. 280f.を見られたいo
ll) Cf. Mann, Woollen Indusかγ, p. 28f.
12) Cf. Mann, Woollen Indust7y, p. 16, p.32, p,29, p.308.
13) D. Defoe, A Plan of theEnglish Commerce (1728), p.84.山下･天川訳『イギ
リス経済の構図』, p.88.
14) Cf. Rogers, `Trowbridge Clothiers', p. 159.
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15) Cf. Rogers, Woollen Mills, p. 132.
16) Cf. Will of William Temple (d. 1773), P. R.0. Prob. ll/998.
17)こうした点については,天川潤次郎｢イギリス近代化と非回教徒専門学校の意義｣
(『西洋史学』Lxiv)｡なおアカデミーの組織･運営やカリキュラムについては, I. Parker,
Dissenting Academies in England. M. Mclachlan, English Education and Test
Acts.がくわしい.
18) Cf. W. Temple, A Vindication of Commerce and the Arts P710uing that they
are the sou?,ce of the Greatness, Pou)er, Riches and Populousness of a State･･･-
(1758), pp. xv-Xviii, p, 116.
19) Cf. Rogers, 'Trowbridge CIothiers', pp. 143-150.
20) Cf. Rogers, 'Trowbridge Clothiers', p. 143. Rogers. Woollen Mills, p. 136.
ⅠⅠ織元としてのテンプル
織元としてのテンプルについては,これまで知られるところがほとんど
なかったが,比較的近年になって,彼ののこした会計簿が経済史家によっ
1)
て発掘され,その分析が西部毛織物業研究の一環としておこなわれるよう
になった｡しかしこの会計簿は,テンプルの伝記的研究にとっても貴重な
第一次資料であり,そこから織元テンプルについての,数多くの伝記的事
実を読みとることができよう｡たとえばすぐ後で見るように,その分析を
つうじて,テンプルが1724年8月に織元として独立したことが分かるので
ある｡世紀の変わり日頃に生まれたテンプルは, 14-15才でアカデミーに
入学し,そこで5-6年の高等教育を受けたはずであるから,卒業時にはす
でに20オ前後に達していたであろう｡そしてアカデミー卒業後, 1724年8
月に,彼はおそらく20才代半ばで,織元としての活動をはじめたのであ
る｡彼の独立当時,父テンプルはまだ現役の織元であったが,彼ら親子は
パート-ナ-シップを組むことなく,父親の亡くなる1736年まで,相互に
独立して織元としての営業をつづけている｡そして父の死後,テンプルは
2)
その遺産(の一部)とともに,父の業務をひきついで,トローブリッジで
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も有数の織元へと成長していくのである｡
(1)会計簿にあらわれたテンプルの独立
以下テンプルの会計簿にそくして,織元としての彼の独立について,ま
た織元経営の内容,形態,規模等について見ていくことにするが,ここで
はそのまえに,会計簿の概要を紹介しておかねばならない｡
この会計簿は,織元テンプルとロンドン･ブラックウェルホールのファ
クター, S.ヴァンダーブランクとの取引を, 1724年8月27日から1739年
7月1日にいたる約16年間にわたって,日誌風に記載したものである.ち
ちろんテンプルは,それ以後も織元としての活動をつづけているから,こ
の会計簿にはつづきがあったはずだが,それは現在のところ所在不明であ
る｡この会計簿は,日記帳と仕訳帳をかねており,ヴァンダーブランクと
の取引を発生順に記録するとともに,その取引を借方と貸方とに仕訳して
記載している｡すなわち左頁の借方には,ヴァンダーブランクとの取引に
おいて発生したテンプルの債務が,また右頁の貸方には,同じくテンプル
3)
の債権が記載されているのである｡たとえばテンプルがスペイン羊毛(原
料)をヴァンダーブランクから買いつけた場合,その買いつけの日付と羊
毛の種類,重量,価額が借方欄に記載され,他方テンプルがスペイン織を
ヴァンダーブランクにあてて発送した場合,その日付,織物の種類,長さ,
および織物の仕上げ担当者の名前が貸方欄に記載されるのである｡なおこ
の貸方欄には,織物の価額は記載されていないが,それはテンプルが織物
の販売をヴァンダープランクに委託していたことから説明しうるであろう｡
こうしたテンプルの会計簿は,当時一般に織元の`DayBook'といわれて
いたものであり,これによってテンプルとヴァンダーブランクとのさまざ
まな取引をはじめとして,それにかかわる織元テンプルの業務と活動の一
半につよい照明をあてることができよう｡ただしこの会計簿だけでは,級
元テンプルの全体像を復元することはできない｡織元テンプルは,ロンド
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ンのヴァンダーブランクと取引をおこないつつ,他面で,トローブリッジ
の近隣に原料前貸しの網をひろくはりめぐらし,紡糸工や織布工に織り糸
や織物を生産させていたのだが,そうした織元の前貸し業務は,彼がDay
Book'とともに作成したはずの,しかし未発掘の`WageBook'によってはじ
めて十分に明らかにしうるであろう｡それゆえテンプルの`DayBook'を資
料としたここでの分析は,おおきな制約を有することを,あらかじめ確認
しておきたい｡
会計簿への最初の記載は, 1724年8月27日の借方にあらわれる｡そこに
はテンプルがヴァンダーブランクから,スペイン羊毛2バック(bag)を,
£56 18S 6dで買ったこと,そしてそれが彼の手許に届けられたことが記
されている｡しかし会計簿の貸方への記載がはじめてあらわれるのは,そ
れから3ヶ月後の同年11月30日になってからである｡すなわちテンプル
が,スペイン織(BestSuperfine) 1反をロンドンのヴァンダーブランクに
発送したことがそこに記されるのである｡したがってこの3ヶ月間,テン
プルは1反の織物もロンドンへ送っていないのである｡彼は翌1725年1月
以後,例外はあるものの,ほぼ毎月織物を,しかも通常2反以上をロンド
ン-発送しているのであるから,これは一見すると奇妙に思われる｡この
時期になんらかの特別な事情があって,織物の発送がとどこおっていた可
能性もなくはない｡だがテンプルが, 8月27日の前後に織元としての営業
を開始し,購入した羊毛を紡糸工に前貸しして紡がせ,さらにその織り糸
を今度は織布工に前貸しして,織物を織らせ,そうして3ヶ月後に完成し
ヽ   ヽ   ヽ   ヽ
たスペイン織をはじめてロンドン-発送したと考えるならば,先の奇妙さ
4)
は消えるし,またそのように考えるのがもっとも自然であろう｡テンプル
は1724年8月に,織元として独立したのであり,その独立にあわせて,こ
こで問題にしている会計簿-の記載をはじめたのである｡会計簿の借方-
の最初の記載(原料購入)と貸方への最初の記載(完成品発送)との間に
3ヶ月のギャップがあるのは,そういうことを意味していよう｡テンプルは
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世紀の変わり目頃の生まれであったから,独立時にはすでに20才代半ばに
達していたことになる｡
その独立に際して,テンプルは£300-500,ないしはそれ以上の資本を
要したはずだが,アカデミーを卒業して間もないテンプルが,短時日のう
ちにそれだけの資本を蓄積したとか,あるいは自前で調達したとは考えが
たいであろう｡彼はおそらく父親の財政的援助をうけて,また父親の友人･
知人からの融資をうけて,織元としての独立をはたしたと思われる｡また
独立に先立って,テンプルはたぶん父親から,織元としての業務の手ほど
きをうけたであろう｡当時織元としての業務を修得するのは,それほど難
しいことではなく,また時間のかかることでもなかった｡まったくの素人
でも,資本さえあれば,たった｢数ヶ月｣でそれを修得し,織元として独
立しうるのであった｡時人は次のように証言している｡ ｢たとえ大変のろま
な人間であっても,スペイン人をブラッドフォードに送って見よ｡もしそ
の男がお金と羊毛を持っているなら,彼はたぶん数ヶ月のうちに,この町
で最長老の織元がつくるのと同じくらいに優秀な織物をつくるであろう｡
5)--すべては彼が雇う人手[の良し悪し]に依存しているのである｣｡
(2)織元経営の内容と形態
このようにテンプルは,父親から種々の援助をうけて, 20才代半ばで,級
元として独立したのだが,彼の織元としての業務や活動は,のこされた会
計簿から,次のようなものであったことがわかる｡ここではまず会計簿の
貸方欄を中心に見てみよう｡
(丑　テンプルは独立当初から,スペイン織のうちでも最高級品であるBest
Super fineを,それも白地のBest Superfinewhiteをおもに扱っていた(少
量ながら黒地のBest Superfineblackも扱っている)｡このBest Super fine
は,高価なスペイン羊毛を多量に使用するから,テンプルが独立時に必要
とした資本は,中･下級のスペイン織を扱う織元の要する資本£300-500
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を大きく上回っていたであろう｡
②　テンプルがおもに扱ったBestSuperfinewhiteは,スペイン織の中
でも特殊な部類に属していた｡スペイン織は普通色物であり,その独特で
微妙な色合いは,染色した羊毛から織り糸を紡ぎ,それを織り上げること
でえられるのであった｡しかしテンプルの扱った白地のBest Super fine white
は,同じスペイン織でも,色物のメドレー織とは異なり,無染色の羊毛か
ら紡がれた織り糸を用い,布地として織り上げられた後にはじめて染色さ
れるのであり,しかもその染色は,t普遇,織物を買い取った商人の手でお
6)
こなわれていた｡このゆえに染色業務は,テンプルにとっては,他のメド
レー織の織元とはちがって,比較的小さな比重しか占めていなかったと思
7)
われる｡テンプルは自分の染色場を持っていたが,そこではBestSuperfine
black用に,少量の羊毛が染色されていたのであろう｡
③　テンプルは農村の紡糸工や織布工に原料を前貸しして,織り糸を紡
がせたり,それを織らせたりしたのだが,織りあがった毛織物には,次の
段階で仕上げをほどこきねばならなかった｡そしてテンプルは,独立後か
なりの期間,その仕上げをみずからの職場でおこなわずに,外部の専門業
者(親方仕上げ工)に委託していたようである｡というのも貸方欄には,仕
上げ業者の名前が書き込まれているのだが,そこにはテンプル以外の,さ
まざまな名前が登場しているからである｡またそこには,専門の仕上げ業
者にまじって,父親テンプルの名前もしばしば出てくる｡当時父テンプル
は現役の織元として,彼の職場でスペイン織の仕上げをおこなっていたの
だが,子テンプルは,その父親にも仕上げを委託しているのである｡しか
しそうした仕上げの外部委託はその後も永くつづいたわけではない｡ 1732
年5月以後,テンプルは自身の職場で仕上げをおこなうようになるのであ
って,それは,この時期以後仕上げ担当者の欄に彼の名前が繰りかえし出
てくるところから知られるのである｡織元が自身の職場で仕上げをおこな
うには,仕上げ工(shearman)を雇うとともに,さまざまな道具類を揃え
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8)
ねばならず,それには£100前後の追加資本が必要とされるのだが, 1724年
8月に独立したテンプルは,この時期(1732年5月)までに,この追加の
£100前後を蓄積していたのであろう｡
④　仕上げられたスペイン織は,ロンドンのヴァンダーブランクにあて
て,ほぼ毎月発送されたが,さしあたり1726年から1735年までの10年間
をとってみると,年出荷量は42反～59反の間で推移している(年平均は約
9)
50反)｡年ごとの出荷量にバラツキが見られるのは,おそらく景気の動向に
よるのであろう｡たとえば不況の27年には,出荷量はこの10年間で最低
10)
の42反であったし,また34年には最高の59反を記録しているのである｡
⑤　会計簿に登場するファクターはヴァンダーブランクただ一人である
から,テンプルは当時の多くの織元とはちがって,スペイン織の販売をヴ
ll)
アンダーブランク一人に委託していたのであろう｡そしてこのヴァンダー
ブランクは,ロシア貿易を専門とするロンドン商人W.ヒースに,大量のス
ペイン織を売っていたから,テンプルの出荷したスペイン織は,ヴァンダ
ーブランクを介してヒースに売られ,彼の手で染色されたうえ,遠くロシ
ア･ペテルスブルグ-輸出されていたと思われる｡もっともテンプル自身
は,当時の慣行によって,ヴァンダーブランクからヒースのことを聞かさ
12)
れてはいなかったであろうが｡
会計簿の貸方欄にあらわれる,織元テンプルの業務と活動はこのような
ものであるが,それはもちろん織元としての彼の業務と活動の一半にすぎ
ない｡そこで今度は,会計簿の借方欄を中心に見てみよう｡借方には,チ
ンプルがヴァンダーブランクからスペイン羊毛を買いつけた日付とその種
類,重量,価額が,またテンプルが諸種の支払いのためにヴァンダーブラ
ンクにあてて振りだした為替手形の日付やその金額,そしてそれによって
支払いをうけた人物の名前が記載されているのだが,そこから次の諸点を
読みとることができよう｡
①　ヴァンダーブランクはテンプルの出荷したスペイン織を保管し,そ
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の買い手を見つけて,販売する仲介業務をおこなっていたから,テンプル
は当然のことながら彼に仲介手数料(Commission),倉庫保管料(hollage),
運送費,通信費等を支払っている｡たとえば1726年1月から4月までに,
販売された32反の仲介手数料として, £6 12S(1反当たり4S)が,また
保管料,運送費,通信費等として£2 1S 3dが,テンプルによって支払わ
れている｡もっともテンプルは,時にはヴァンダーブランクを介さずに,ソ
ールズベリーの大市等で,直接にスペイン織を販売することもあったが,そ
の販売量は全体から見ればごくわずかにとどまっている(1730年3月2日,
36年4月)0
②　ヴァンダーブランクはスペイン織の仲介業務だけをおこなっていた
わけではない｡彼はテンプルにあてて,ロンドンから定期的にスペイン羊
毛を送っており,原料供給者としての役割をはたしていた｡そしてそれは,
当時多くのファクターが担っていた役割の一つであった｡テンプルが彼か
ら買いつけたスペイン羊毛は,最高級のSegonia,それも最上質のRefine
13)
(R)がほとんどであり,上質のFine(F)は時たま買われる程度であった｡そ
の購入量は,さしあたり1726年から35年の10年間にかぎってみると,午
12バックから21バックの間で推移しており(年平均16.4バック, 1bag-
14)
2401b),その価額は£326 6S 2dから£503 18s lOdの間であった｡
当時西部の織元たちは,複数のファクターと取引するのが普通であり,そ
うすることで,結束してスペイン羊毛の価格をつり上げようとするファク
15)
ターに対抗していたのだが,テンプルの場合,少なくとも会計簿の途切れ
る1739年7月までは,一人ヴァンダーブランクとだけ取引し,彼からスペ
イン羊毛を買いつけていた｡このことは,テンプルがヴァンダーブランク
を信頼して,彼に特段の不平･不満を感じていなかったことを示唆してい
よう｡
③　これもまた当時多くのファクターがおこなっていたことだが,ヴァ
ンダーブランクは,織元テンプルに金融上のサービスを提供してもいた｡
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というのもテンプルは,支払の必要が生じた時にはいつでも,ロンドンの
ヴァンダーブランクにあてて為替手形を振りだし,それによって諸種の支
16)
払を済ませていたからである｡会計簿の借方には,同一人物がヴァンダー
ブランクを介して,くりかえし支払いをうけていることが記されているが,
彼らは織元テンプルと継続的な取引関係にあったと考えられる｡またテン
プルは同じ方法で,ヴァンダープランクを介して,地主や貴族に時たま大
金を支払っている｡たとえば1736年12月から38年8月にかけて,テンプ
ルは前後2回にわけて,サマーセット公爵に,計£1559 8S 6dを支払って
いる｡それがなんの対価であったのかは定かではないが,父テンプルは,か
17)
って同公爵から土地を買っていたから,子テンプルもまたサマーセット公
爵から土地を買い,その購入代金として,上記の金額を支払ったのかも知
れない｡
④　織元テンプルがヴァンダーブランクとの取引をつうじてどれほどの
利益をえていたかは正確には不明であるが, 1738年6月28日の時点では,
テンプルのヴァンダーブランクに対する収支は,テンプルの側に£1068 17
S 5dのプラスバランスであった｡この収支バランスは,一定期間にヴァン
ダーブランクが販売したスペイン織の総販売価格(つまりはテンプルの債
権)から,仲介手数料やテンプルの買いつけたスペイン羊毛の価格,およ
びテンプルの振りだした為替手形の金額(つまりはテンプルの債務)を控
除した残額である｡テンプルは織元として独立以来,時おりヴァンダーブ
ランクから織物の販売価格等についての報告をうけ,上記の操作によって,
ヴァンダーブランクとの収支を確定していたはずである｡そしてその収支
を次期に繰り越していたのだが, 1738年6月28日の時点では,そうして確
定された収支(独立以来の,いわば累積的収支)が,テンプルの側に£1068
余りのプラスなのである｡ただしテンプルの振りだした為替手形のうちに
は,サマーセット公爵やその他の地主-の,おそらくは土地購入代金の支
払用のものも含まれていたから,この点を考慮すると,テンプルの織元と
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しての活動から生じた,ヴァンダーブランクに対するプラスバランスはさ
らに大きかったと思われる｡
以上の分析から,織元テンプルの業務と活動が,原料の購入や織物の販
売にかかわるかぎりで,かなりの程度まで明らかとなった｡しかしその半
ヽ   ヽ
面で,スペイン織の製造にかかわるテンプルの業務や活動については,資
料として用いた会計簿の性格上,ほとんど知ることができなかった｡もっ
ともそれを推測する手だてがまったくないわけではない｡先に確認したよ
うに織元テンプルは, 1726年から35年にいたる10年間,年平均50反のス
ペイン織をロンドンのヴァンダーブランクにあてて送っていたのだが,そ
のことから,スペイン織製造にかかわる彼の業務やその生産構造について,
また織元テンプルの経営形態についても,ある程度までは明らかにしうる
のである｡
当時1反のSuperfineを生産するには,洗毛工および除塵工2人,紡糸工
12-16人,織布関係3人(親方織布工1人,その下で働く職人1人,徒弟
1人),縮践工2人,節取り工1人,仕上げ工4人の計24-28人が必要と
18)
されていた(ただし染色工は除いてある)｡しかしテンプルは,他の多くの
織元と同様に,縮械･節取りを専門業者に委託していたと思われるし,ま
た独立後のかなりの期間仕上げを専門業者に委託していたから,この点を
考慮すると,年50反のSuperfineを生産するのに,織元テンプルが雇用し
ていた職人は,のべ数にして,洗毛工･除塵工100人,紡糸工600-800人,
織布関係150人(親方織布工50人)となろう(総数850-1050人)｡また
テンプルが職場で仕上げをおこなった場合には,上記の他に,のべ数にし
て,仕上げ工200人が雇用されたであろう(級数1050-1250人)0
さらに言えば, 1反のSuperfineを生産するのに3ヶ月,そのうちで織布
19)
に4週間程度を要したはずであるから,テンプルは年50反(月平均4反強)
を生産するのに,常時4-5人の親方織布工に原料前貸しをおこなっていた
であろう｡また親方織布工1人に織り糸を供給するには12-16人の紡糸工
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が必要であったから,テンプルは常時48-80人の紡糸工と前貸し関係にあ
ったであろう｡同様に彼は,常時洗毛工･除塵工8-10人を,また自身で
仕上げをおこなうようになってからは,以上にくわえて,仕上げ工16-20
人を雇用していたであろう｡
こうした数字は, 1反のSuperfineを製造するのに各作業工程で技術的に
必要とされる職人数をもとに算出されており,実数ではないが,そこから
スペイン織製造にかかわるテンプルの業務や彼の経営形態について,おお
よそ次のようなことが言えよう｡
①　洗毛･除塵は,また後には仕上げも,テンプル自身の職場でおこな
われており,しかもそこで雇用される職人は,のべにして前者100人,徳
者200人にたっしていた(常時前者を8-10人,後者を16-20人雇用)0
この数字は,織元テンプルの職場で資本主義的協業関係(マニュファクチ
ャー)がすでに成立していたことをはっきりと示していよう｡とくに彼が
仕上げをみずから担当するようになった段階では, 8-10人の洗毛工･除塵
工とともに16-20人の仕上げ工が職場に集められて,種々の作業がおこな
われており,その場合織元テンプルは,マニュファクチャー経営者として,
職人たちを指揮し,監督していたはずである｡
②　他方紡糸,織布は,近隣の農村に散在する紡糸工,織布工への原料
前貸しをつうじておこなわれており,織元テンプルはこの場面では,なに
よりも問屋資本家としての役割をはたしていた｡しかもその原料前貸しの
規模は,紡糸工600-800人,織布関係150人(親方織布工50人)にたっ
しているのである｡
③　それゆえスペイン織の生産構造は,準備工程(洗毛･除塵)と仕上
げ工程におけるマニュファクチャー,および紡糸工程,織布工程における
問屋制度という二重の構成をとっていた｡それは二つの異なる生産形態の
有機的結合体なのである｡
④　しかしテンプルの織元経営を全体としてみると,紡糸や織布工程に
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おける原料前貸しの比重は相当に高く(ここで雇用される職人は,のべに
して750-950人),しかも職場でおこなわれる仕上げ(200人)は,紡糸や
20)
織布に比べて,格段に少ない労働量(時間)で済んだから,織元テンプル
の経営形態は,純然たる問屋資本(商業資本)のそれではないけれども,や
はり問屋資本としての性格を色濃く帯びていたと思われる｡テンプルにと
っては,問屋資本としての活動が主であり,マニュ経営者としての活動は
21)
従であったのである｡
当時マニュファクチャー段階末期にあったイギリスでは,すでに純然た
る問屋資本は存在せず,問屋資本といえども,小規模ではあるが,その経
営内でマニュを組織しており,多かれ少なかれ産業資本的要素をそなえて
いた｡織元テンプルの経営形態が示すように,問屋制度が深く根をおろし
ていた西部の毛織物業においてさえ,それは動かしがたい事実なのである｡
他方たとえばバーミンガムの金属工業(具体的には装身具製造業)では,後
に見るように40-150人規模の中心作業場(マニュ)が形成されていて,そ
こに産業資本の存在を見てとれるのだが,しかしその中心作業場は,下請
け仕事をおこなう,問屋制的に組織された外業部を不可欠な随伴物として
いた｡この場合の経営形態は,織元テンプルの経営形態とは対照的に,産
業資本としてのそれが優位していながら,多少とも問屋資本的性格をそな
22)
えていたと思われる｡当時のイギリスには,純然たる問屋資本も純然たる
産業資本も存在せず,ほとんどの資本は,この両極の中間に位置していた
のである｡
こうして見てくると,織元テンプルの業務と活動とは,全体として,吹
のように再構成することができよう｡
テンプルは1724年8月の独立当初から,おもにスペイン織のうちでも最
高級品たるBestSuperfinewhiteを手がけており,その原料として,ロン
ドンのファクター･ヴァンダーブランクから,年平均16バックのスペイン
羊毛を買いつけていた(26年から35年まで)｡その購入費は年平均£407に
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たっしており,中･下級のスペイン織を扱う織元のそれに比べて,かなり
の高額であったと思われる｡テンプルはこうして入手したスペイン羊毛を,
自身の職場で8-10人ほどの職人によって洗毛･除塵したうえで,それを
紡糸工48-80人に前貸しして紡カもせ,そしてその織り糸を,今度は親方織
布工4-5人ほどに前貸しして,織り上げさせたのである｡テンプルはその
織りあがったBestSuperfineを,専門業者に縮拭させた後,自身の職場で
仕上げ工16-20人を使って,仕上げをほどこし,完成品をロンドンのヴァ
ンダーブランクにあてて送ったのである｡その出荷量は,年平均50反,月
平均約4反であった｡ヴァンダーブランクはこの50反を,ロシア貿易を専
門とするロンドン商人W.ヒースをはじめとする織物商に売ったのであり,
テンプルはそれに対して,ヴァンダーブランクに仲介手数料(1反につき4
S)を支払っている｡ BestSuperfineの販売代金は,ヴァンダーブランクの
手許にプールされ,テンプルは必要に応じて彼に為替手形を振りだし,請
種の支払いを済ませていたのである｡
(3)経営規模の拡大
以上織元テンプルの業務と活動とを,彼の会計簿にそくしつつ,さしあ
たり1726年から35年の10年間にかぎって見てきた｡この10年間,織元
テンプルの経営規模はわずかながら拡大傾向を示しているものの,目立っ
た拡大は見られず,むしろほぼ同一の規模にとどまっていたと言ってもよ
いであろう｡だが1736年以後,彼の織元経営の規模は急激に拡大して,ト
ローブリッジでも有数の大織元-と成長をとげるのである｡
この点は,表ⅠⅠを見るとはっきりする｡これは1724年8月の独立時から
会計簿の途切れる39年7月までの約16年間に,テンプルがヴァンダーブ
ランクに出荷したBestSuperfineの数量と,同じ期間にヴァンダーブラン
クから買いつけたスペイン羊毛の量および価額を,年ごとに集計したもの
である｡それによると,テンプルの出荷したBestSuperfineは, 35年には
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表Il　テンプルの羊毛購入量･スペイン織
出荷量1724-173g
羊毛購入量 ??ｨ?ﾕ2ﾖB?o荷量 
1724 擢&?2?12-18-3 ???R?
1725 ??262-6-10 ?"?
1726 ?"?26-6-2 鼎b?
1727 ?R?11-19-1 鼎"?
1728 ?b?31-14-4 鉄R?
1729 ??388-5-8 鼎r?
1730 ?R?20-3-4 鉄2?
1731 ??439-7-3 鉄b?
1732 ??503-18-10 鼎B?
1733 ??236-8-1 鼎?
1734 ??481-16-0 鉄?
1735 ??434-1-0 鉄b?
1736 ?B?59-14-10 都?
1737 鉄r?335-6-2 ?3"?
1738 ???648-17-6 ?3r?
1739 ??446-15-4 涛B?
串テンプルの会計簿から作成
串1724年の羊毛購入量は8-12月分,また出荷
量は11-12月分｡
辛 1739年の羊毛購入量は1-5月分,また出荷
量は1-7月分｡
23)
式および土地･家屋とともに相続しており,
56反であったものが, 36年には70
皮-,さらに37年132反, 38年
237反へと急激に増大している｡ま
たそれに対応して,テンプルの買
いつけたスペイン羊毛も35年には
18バック(£434)であったものが,
36年には34バック(£859)-,さ
らに37年57バック(£1335), 38
年105バック(£2648)へと,こ
ちらも短期間に激増している｡こ
れにはもちろん景気の動向も影響
しているのだが,より直接には,チ
ンプルが36年に亡くなった父テン
プルの遺産と,その織元経営とを
引きついだことの結果であったと
考えられる｡すなわち父テンプル
の遺言状によると,テンプルは父
から現金£1362を,プレス道具-
このうちの現金での相続分£ 1362
が,彼の織元経営拡大のための追加資本として利用されたと思われるので
ある｡そうでも考えなければ,スペイン羊毛の購入量の激増(35年18バッ
ク, £434-38年105バック, £2648)は説明がつかないであろう｡また
Best Superfineの出荷量が短期間で4倍以上(35年56反- 38年237反)
に激増したのは,テンプルが父の織元経営のかなりの部分を引きつぎ,父
テンプルの雇用していた紡糸工や織布工を利用しえたという事情を抜きに
しては説明できないであろう｡
このようにテンプルは,父親ののこした遺産を追加資本として,その経
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営規模を急激に拡大したのだが, 1738年における彼の出荷量237反と,ス
ペイン羊毛の購入量105バックとは,この時点でテンプルがトローブリッ
ジでも有数の大織元へと成長をとげていたことを示している｡というのも
当時｢非常に裕福な織元｣でも,年間200反以上を生産することはなかっ
たし,また年にスペイン羊毛80バック以上を購入する織元は｢相当な織元｣
24)
と見られていたからである｡テンプルは,この生産量･原料購入量のいず
れで見ても, 1738年には,トローブリッジでも指折りの大織元の一人に成
長していたのである｡
テンプルののこした会計簿は, 1739年7月で途切れているから,それ以
後の彼の織元としての足取りは定かではない｡分かっているのは,テンプ
ルが1770年にTownBridge近傍の染色場を売却したことのみだが,彼は
おそらくこの時期に, 70歳前後で,実業の世界から引退したのであろう｡
25)
そして1773年に,トローブリッジでその生涯を閉じているのである｡
もっともテンプルは,トローブリッジでも有数の織元となった1738年以
徳,西部毛織物業のイデオローグとして,種々の方面から提起された織元
批判に応えつつ,織元の利害を擁護すべく論陣をはっている｡この論争家
にして著作家としてのテンプルについては,また晩年のテンプルについて
も,論ずべき点は多いのだが,それらはすべて後に譲って,ここではテン
プルが織元として活動した時代が,西部毛織物業にとってどのような時代
であったのかを確認しておきたい｡
テンプルが織元として活動した1724年から1770年までの,およそ50年
間は,西部毛織物業にとって,かっての｢黄金時代｣がすぎきって,内外
の市場できびしい競争にさらされたr動揺の時代｣であった.西部毛織物
業は,安価な大衆品の分野では,北部ヨークシャーとの競争に敗れ,また
西部が強みを持っていた高級品の市場は容易に拡大しなかったから,その
エネルギーを中級品の分野に注いだのだが,そこではフランスやオランダ
とのさびしい競争に直面して,後退を余儀なくされたのである｡すなわち
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西部毛織物業の有力な市場であった中部ヨーロッパやレバントは,フラン
ス,ドイツ,オランダの毛織物が席巻するところとなり,西部の輸出量は
激減したのである｡表ⅠⅠⅠおよびⅠⅤは,スペイン織の輸出が, 1740年以後,そ
の量と価額において,著しく減少していることを示していよう｡
表lrl　スペイン織輸出量の推移
(10年毎の年平均量)
Spanish 夫?FR?
1701-10 ?"縱Sw?V6W2?pleCeS 
1711-20 ?b緜SR?.765 
1721-30 ??##?986 
1731-40 ?"縱3R?74 
1741-50 迭緜SB?45 
1751-60 途纉唐?50 
176二卜70 迭繝C"?84 
1771-80 ??c?287 
178ト90- ?縱??47 
1791-00 ?紊C?59 
* E. B. Schumpeter, English Overseas
Trade Statistics, 1697-1808, Table-
ⅩⅠVより作成｡
* 1701-10年の数値は, 1705年をのぞく,
9年間の年平均輸出量｡この期間における
Whiteの年平均輸出量は不明だが, 1710
年にかぎっては, 2862piecesであった｡
表IV　スペイン織輸出額の推移
Spanish 夫?FR?
1700 ?#?R???? 
1720 ?3B???.664 
1775 田ゅc#?2,112 
* E. B. Schumpeter, English Overseas
T71ade Statistics, 1697-1808, TableXII
より作成｡
辛 1700年におけるWhiteの輸出額は不明｡
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しかしにもかかわらず,西部毛織物業は高級品の分野ではいぜんとして
｢無敵｣であり,内外の市場で安定した需要を見出していたし,また中級品
の分野でも,ヨークシャーに対してなお相対的な優位を保っていて,国内
市場にかぎってみれば,かなりのシェア-を確保しえていた｡このゆえに
西部毛織物業はその輸出量を大きく減少させながらも,その生産量ではな
お一定の水準を維持していたのである｡いな60年代以後,カシミヤなどの
新製品の開発によって,その生産量はかえって増大してさえいる｡もちろ
んその増大は,ヨークシャーにおける生産量の激増に比べれば,物の数で
はないのだが,それでも西部は,かっての東部の毛織物業のように,まっ
26)
たく零落することはなかった｡わがテンプルは,スペイン織のうちでも最
ヽ   ヽ   ヽ
高級のBestSuperfineを扱う織元として,そうした西部毛織物業の相対的
ヽ   ヽ
衰退にもかかわらず,安定した内外の市場に恵まれ,トローブリッジでも
有数の大織元でありつづけたように思われるのである｡
1) William Temple Account Book and Pattern Book, 1724-1739, Wiltshire
Record Office, 927/15.
2) Rogers, `Trowbridge Clothiers', p. 156.
3)ただしテンプルは,会計簿への記載にさいして,彼の債権･債務を,ヴァンダー
ブランクの債務･債権として処理している｡
4)この｢3ヶ月｣は,当時スペイン織1反の製造に要した｢2-3ヶ月｣とほぼ一致
している. Cf. Snail, Me7,Chant, Ma71ket and Manufacture, p. 17.
5) Cf. Mann, `Clothiers and Weavers', p. 84.
6) Cf. Mann, Woollen Indust737, pp. 819.
7) Rogers, Woollen Mills, p. 127.
8) Cf. Mann, A Wiltshire Family of Clothiers : Geroge and Hester Wansey,
1683-1714', Econ. Hist. Rev. 2nd. ser., ix, 2 (1956), pp. 243-44. Mann, Woollen
Indust7y, PP. 97-98.
9)表ⅠⅠ (214ページ)を見よ｡
10) 26-27年の冬,西部毛織物業地帯は深刻な不況に見舞われている.それは26年秋,
スペインへの宣戟布告を契機としてはじまり,西部諸州における織布工騒擾の主原
因となった｡ Cf. Mann, `Clothiers and Weavers', p. 67.
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ll) Cf. Mann, WoollenIndust7y,p.82f.メルクシャムの織元J.オウドリーは,ヴァ
ンダーブランクを含めて,複数のファクターと取り引きしている｡ Cf. ∫. Audry
Account Book, Wiltshire Record Office, 873.
12) Cf. Smail, Merchant, Ma71ket and Manufacture, p. 33.
13)スペイン羊毛のうちで最高級のSegoniaは,さらにRefine(R), Fine(ど), Ter･
ceira(T)という三等級に分かれていた｡ Cf. Mann, Woollen Indust7y, p. 266-67.
14)表ⅠⅠを見よ｡
15) Cf. Mann, Woollen Industry, p. 71f, p. 267.
16) Cf. Mann, Woollen Zndust町, p. 80f.
17) Cf.WillofWilliamTemple(d.1736).なおサマーセット公爵は,トローブリッ
ジとゆかりの深い人物であった｡ D.N.B.の当該項目を見よ0
18) Cf. Mann, Woollen Zndust7y, Appendix III, pp.317-18.なおマンは,紡糸の前
段階でおこなわれる刷毛(carding)に触れていないが, ｢刷毛は比較的容易な作業｣
(矢口孝次郎)であり,彼女自身が確認しているように,当時紡糸工がこれをおこな
っていた｡マンのあげる紡糸工12-16人のうちには,だから刷毛を担当する者が含
まれていたと考えてよいであろうo Cf. Mann, Woollen Indust737, P,285.
19)当時Superfine l反を織るのに最短でも3週間が必要であったが,平均的には4週
間程度を要したと思われる｡ Cf. Mann, `Clothiers and Weavers', pp. 90-91.なおマ
ンがここで挙げている5人の織布工は, 1反織るのに,それぞれ4y4, 3V4, 4,
43/4, 51/2週間を要している｡
20) Cf. Mann, Woollen Zndustfy, Appendix III, pp. 316-18.
21)こうした論点については,山之内靖『イギリス産業革命の史的分析』, p.169.以
下を参照｡ただしその性急な結論には賛成できない｡また坂巻清｢近世ウイルトシ
ャ-の毛織物工業｣ (『土地制度史学』 50号) p.53.を見よ｡
22) Cf. E. Hopkins, Birmingham : the fz'?,st manufactun'ng toum in the world.
especially chap. 1, 2.こうしたバーミンガム金属加工業の経営形態については,後
にT.タッカーとの関連で,再論する機会があろう0
23) Cf. Will ofWilliamTemple(d. 1736).なお弟のサミュエルは,父テンプルから
現金で£500,仕上げ道具一式,および土地･家屋を相続している｡
24) Cf, Mann, Woollen Indust73', p. 33, pp. ll-12.
25) Cf. Rogers, Woollen Mills, p. 132, p. 137.
26) Cf. Mann, Woollen Zndust73', p. 37f.
